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新築の「山の家」と探勝客

き
の
う
か
ら
「
面
河
山
の
家
」
を
開
放

電
灯
も
風
呂
も
あ
る

面
河
ヒ
ュ
ッ
テ
「
山
の
家
」
が
完
成
し
た

-
学
生
や
一
般
山
の
愛
好
者
が
僅
か
の
費
用

で
石
鎚
や
面
河
渓
を
探
勝
で
き
る
よ
う
に

-
と
元
北
予
中
学
教
官
中
川
愛
美
氏
(
四
五
)

=
上
浮
穴
都
南
河
村
若
山
=
が
県
下
高
校
、
登
山
会
、
新
聞
社
な
ど
各
種
団
体
百
二
十

余
の
後
援
で
建
設
を
始
め
て
か
ら
三
カ
月
、
面
河
渓
開
門
前
カ
リ
ヤ
ロ
に
、
建
坪
二
十
坪

余
り
平
屋
建
て
で
、
四
十
名
を
楽
に
収
容
で
き
る
立
派
な
「
山
の
家
」
が
出
来
上
が
り
、

十
月
二
十
五
日
か
ら
正
式
に
利
用
者
に
開
放
し
た
。

炊
事
場
か
ら
便
所
、
電
灯
も
つ
き
、
真
新
し
い
畳
に
、
木
の
香
り
が
心
持
ち
よ
く
天
上
に

組
ま
れ
た
丸
太
を
仰
ぎ
、
す
ぐ
足
も
と
に
響
く
渓
流
が
紅
葉
の
山
に
こ
だ
ま
す
る
の
を

聞
き
な
が
ら
、
秋
の
面
河
の
情
緒
に
浸
ろ
う
と
い
う
野
趣
豊
か
な
「
ヒ
ュ
ッ
テ
」
で
あ
る
。

建
設
費
は
十
六
万
円
で
、
中
川
氏
が
私
費
を
投
じ
て
い
る
が
、
電
灯
な
ど
は
四
配
が
無

料
で
取
り
つ
け
工
事
を
行
う
な
ど
、
各
種
団
体
の
賛
同
で
完
成
し
た
。
こ
の
ヒ
ュ
ッ
テ
は
本

県
観
光
界
の
代
表
的
景
勝
地
、
石
鎚
山
、
面
河
渓
を
訪
れ
る
人
々
に
利
用
さ
れ
る
。
新
築

の
ヒ
ュ
ッ
テ
は
夜
具
、
入
浴
料
な
ど
す
べ
て
合
算
し
て
、
一
泊
五
十
円
の
維
持
費
を
支
払
え

ば
よ
い
。
主
食
持
参
の
場
合
は
夕
、
朝
食
付
で
百
円
と
い
う
格
安
の
も
の
。

中
川
氏
談

金
づ
ま
り
の
時
代
に
高
い
旅
館
代
を
支
払
っ
て
は
、
い
く
ら
面
河
で
も
観

光
客
が
減
る
。
完
成
し
た
山
の
家
は
一
般
ハ
イ
カ
ー
た
ち
だ
け
で
な
く
、
中
、
高
校
生
の
理

科
、
社
会
科
の
研
修
場
と
し
て
も
開
放
し
た
い
。
予
算
が
あ
れ
ば
も
っ
と
拡
張
し
た
い
が
、

今
年
の
紅
葉
の
秋
は
取
り
あ
え
ず
こ
こ
を
最
大
限
に
利
用
し
て
も
ら
い
た
い
。

(
昭
和
2
4
年
1
0
月
2
6
日
)
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1949-1954暮らし

面
河
に
高
山
植
物
や
生
物
の
研
究
所

誰
に
で
も
で
き
る
自
然
観
察

学
生
や
登
山
客
が
わ
ず
か
の
費
用
で
探
勝
や
登
山
が
で
き
る
よ
う
に
と
建
設
さ
れ
て

い
る
、
景
勝
地
面
河
の
ヒ
ュ
ッ
テ
(
山
の
家
)
に
は
、
上
浮
穴
郡
面
河
村
中
川
愛
美
氏
の
提
唱

で
、
本
年
度
か
ら
山
岳
研
究
所
が
設
け
ら
れ
、
居
な
が
ら
に
し
て
高
山
植
物
を
研
究
で
き

る
よ
う
一
カ
所
に
植
え
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
県
果
樹
試
験
場
長
薬
師
寺
清
司
氏
の
厳
父
和
三
郎
氏
の
指
導
で
、
大
森
林
の
開

花
と
蜜
蜂
の
活
動
状
態
を
観
察
で
き
る
ほ
か
、
植
物
、
生
物
の
研
究
が
誰
に
で
も
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
こ
の
ヒ
ュ
ッ
テ
は
登
山
者
や
各
種
団
体
な
ど
、
本
県
は
も
と
よ

り
高
知
県
か
ら
の
利
用
者
も
多
く
、
夏
季
利
用
割
当
表
を
作
っ
て
混
雑
の
緩
和
に
乗
り

出
し
て
い
る
。

(
昭
和
2
6
年
7
月
1
日
)

清
流
も
工
事
で
サ
ッ
パ
リ

石
鎚
登
山
を
兼
ね
た
学
生
な
ど
に
よ
っ
て
、
名
勝
亀
腹
の
上
手
蓬
莱
渓
に
は
キ
ャ
ン
プ

の
群
れ
が
そ
こ
こ
こ
に
み
ら
れ
る
。
テ
ン
ト
小
屋
か
ら
飯
ご
う
を
さ
け
て
夕
餉
の
準
備
に

清
流
へ
下
る
ベ
レ
ー
帽
の
学
生
、
ズ
ッ
ク
靴
に
ズ
ボ
ン
の
い
で
た
ち
と
い
う
女
性
の
姿
が
、
キ
ャ

ン
プ
村
の
雰
囲
気
を
さ
ら
に
か
き
た
て
て
い
る
。

完
成
を
急
ぐ
観
光
道
路
工
事
の
う
ち
、
予
定
さ
れ
て
い
た
関
門
入
り
口
の
第
一
ト
ン
ネ

ル
は
、
地
盤
の
関
係
で
貫
通
を
取
り
や
め
、
こ
れ
に
代
わ
っ
て
の
切
り
取
り
工
事
が
行
わ
れ

て
い
る
。
断
が
い
数
百
尺
の
峡
谷
に
は
、
電
気
削
岩
機
が
煙
の
よ
う
な
岩
粉
を
飛
ば
し
な

が
ら
、
岩
石
に
よ
っ
て
清
流
も
河
原
と
な
る
始
末
。
こ
の
た
め
美
観
を
誇
っ
た
関
門
入
り
口

も
す
っ
か
り
様
相
を
変
え
、
納
涼
客
を
寂
し
が
ら
せ
て
い
る
。

下
界
の
梅
、
桃
、
ナ
シ
な
ど
の
花
が
散
る
と
、
栗
や
ハ
ゼ
の
花
の
蜜
を
求
め
て
、
無
数
の
蜜

蜂
が
高
原
の
上
浮
穴
へ
移
動
し
て
く
る
。
関
門
入
り
口
に
並
ぶ
巣
箱
に
も
、
避
暑
を
兼
ね

た
人
た
ち
が
み
ら
れ
る
。

(
昭
和
2
9
年
7
月
2
9
日
)

蜜
蜂
の
活
動
状
態
を
研
究
す
る
薬
師
寺
氏

キャンプする人たち
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1949-1954暮らし

上
浮
穴
の
秋
祭
り
終
わ
る

霜
ふ
ん
で
「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」

県
下
の
秋
祭
り
の
し
ん
が
り
を
受
け
て
、
上
浮
穴
郡

面
河
村
の
秋
祭
り
は
、
さ
る
十
六
目
の
前
組
祭
か
ら
始

ま
り
、
中
組
祭
の
二
十
四
日
ま
で
一
週
間
各
集
落
で
行
わ

れ
た
が
、
秋
祭
り
と
は
名
の
み
で
、
す
で
に
名
勝
面
河
渓

の
モ
ミ
ジ
は
す
っ
か
り
落
ち
、
青
々
と
伸
び
た
麦
畑
も
す

っ
か
り
冬
景
色
。
稲
木
の
と
う
き
び
が
赤
く
朝
日
に
映
え

る
こ
ろ
、
霜
の
真
っ
白
く
降
り
た
お
宮
か
ら
、
枇
興
を
か
い

て
、
何
里
も
離
れ
た
集
落
か
ら
集
落
に
担
ぎ
込
ん
で
い
っ

た
。
ま
こ
と
の
ど
か
な
山
国
の
冬
祭
り
風
景
。

(
昭
和
2 

7
年
u
月
2 

7
日
)

大
イ
ノ
シ
シ
に
馬
乗
り

3
人
が
か
り
で
仕
止
め
る

仁
田
四
郎
現
代
版
と
い
う
狩
猟
の
シ
ー
ズ
ン
に
耳
寄

り
な
話
- 

。
十
二
月
一
日
午
後
二
時
半
ご
ろ
、
上
浮
穴

郡
面
河
村
面
河
渓
か
ら
約
十
町
ほ
ど
山
懐
に
入
っ
た
猿

ケ
谷
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
畑
で
、
子
供
三
匹
を
連
れ
た
大
猪
を
、

狩
猟
中
の
同
村
関
門
、
旅
館
業
中
川
安
市
さ
ん
(
六
〇
)
、

同
村
若
山
、
菅
熊
吉
さ
ん
(
三
六
)
、
同
菅
房
幸
さ
ん
(
三
二
)

の
三
人
が
見
つ
け
、
ズ
ド
ン
と
一
斉
射
撃
を
し
た
と
こ
ろ
、

見
事
一
発
が
腹
部
に
命
中
し
た
が
、
く
だ
ん
の
手
負
い
猪

結
局
、
菅
さ
ん
ら
が
接
近
し
て
猪
の
頭
部
に
至
近
弾

を
一
発
ズ
ド
ン
と
か
ま
し
、
や
っ
と
大
猪
を
射
止
め
る
こ
と

が
で
き
た
。
中
川
さ
ん
は
両
手
に
軽
い
裂
傷
を
受
け
た

が
、
犬
猫
は
何
と
二
十
貫
も
あ
り
、
そ
の
夜
、
地
区
の
人

を
集
め
て
、
猪
肉
料
理
を
作
っ
て
舌
鼓
を
打
ち
、
冒
険
談

に
花
を
咲
か
せ
た
。

(
昭
和
2
9
年
1
2
月
1 

2
日
夕
刊
)

20

は
子
供
を
連
れ
て
、
ド
ロ
ン

と
茂
み
の
中
に
隠
れ
て
し

ま
っ
た
。

早
速
、
中
川
さ
ん
ら
は

三
人
で
手
分
け
し
て
雑
木

林
の
中
を
探
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
突
然
「
ウ
オ
ー
ッ
」
と

手
負
い
猪
が
茂
み
の
中
か

ら
飛
び
出
て
突
っ
か
か
っ
て

き
た
。
驚
い
て
三
人
は
枝
に

ぶ
ら
さ
が
っ
て
難
を
避
け
よ

う
と
し
た
が
、
手
を
す
べ
ら

せ
た
中
川
さ
ん
が
猪
の
上

に
落
ち
て
馬
乗
り
と
な
り
、

今
様
仁
田
四
郎
と
な
っ
て

大
格
闘
。

ね
り
歩
く
神
輿

射止めた大猪を囲んだ中川さんら3人



1949-1954自然

岩
肌
に
流
す
冷
や
汗

ロ
ー
プ
1
本
に
命
託
す

面
河
地
方
の
名
物
「
イ
ワ
タ
ケ
採
り
」
は
、
ロ
ー
プ
一
本
に
命
を
託
し
て
数
千
丈
の
絶
壁

を
降
り
、
包
丁
一
つ
で
採
取
す
る
、
ま
さ
に
命
懸
け
の
仕
事
。
下
界
は
千
古
の
密
林
、
上
か
ら

見
下
ろ
す
と
、
数
百
年
を
経
た
杉
が
ノ
コ
ギ
リ
の
菌
の
よ
う
に
林
立
し
て
い
る
。
ロ
ー
プ
が

切
れ
た
ら
も
ち
ろ
ん
最
後
。
そ
れ
だ
け
に
ス
リ
ル
は
満
点
。
気
温
二
十
度
前
後
と
い
う
深

山
で
の
イ
ワ
タ
ケ
探
り
は
、
涼
し
さ
を
通
り
越
し
て
冷
や
汗
が
出
る
ほ
ど
だ
。

こ
の
イ
ワ
タ
ケ
は
、
高
さ
数
千
丈
の
岩
壁
に
の
み
寄
生
す
る
植
物
で
、
雨
後
の
岩
面
の
湿

っ
て
い
る
と
き
に
採
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
つ
ご
ろ
か
ら
食
用
に
珍
重
さ
れ
始
め
た
か

は
定
か
で
は
な
い
が
、
も
の
の
本
に
よ
る
と
、
明
治
の
初
期
に
は
す
で
に
面
河
探
勝
客
の
餞

勝
に
供
し
て
い
る
。

イ
ワ
タ
ケ
は
生
育
が
遅
く
、
大
人
の
手
く
ら
い
の
大
き
さ
で
危
険
な
仕
事
だ
け
に
、
現
在

イ
ワ
タ
ケ
探
り
は
、
面
河
村
若
山
の
大
江
留
太
郎
さ
ん
(
八
一
)
た
だ
一
人
。
二
十
七
の
年
か
ら

五
十
四
年
間
イ
ワ
タ
ケ
探
り
を
専
門
に
し
て
い
る
。
頂
上
の
大
木
に
ロ
ー
プ
を
結
ん
で
、
ス

ル
ス
ル
と
絶
壁
の
岩
肌
を
猿
の
よ
う
な
身
軽
さ
で
降
り
る
。
下
界
の
暑
さ
を
よ
そ
に
、
ス
リ

ル
満
点
の
イ
ワ
タ
ケ
探
り
は
ま
さ
に
暑
さ
知
ら
ず
で
あ
る
。
大
江
さ
ん
は
面
河
村
の
岩
川

峰
一
帯
に
か
け
て
、
降
り
た
こ
と
の
な
い
絶
壁
は
な
い
と
語
っ
て
い
る
。(

昭
和
2
9
年
8
月
1
8
日
)

ー
、
士
‡
甜

繭

諾
詔

菖
罷

ロープ1本に命を託して採取する大江さん
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1949へ1954開発

流
水
量
調
査
の
様
子

22

ダ
ム
建
設
の
瀬
ぶ
み

県
、
面
河
水
系
の
調
査
開
始

三
十
一
億
の
巨
費
と
五
年
の
年
月
を
か
け
て
、
五
万
二

千
㌔
㍗
の
発
電
と
地
耕
一
万
町
歩
を
潤
す
道
前
道
後
平

野
水
利
開
発
総
合
計
画
は
、
六
月
早
々
、
農
林
省
、
岡
山

農
地
事
務
局
、
県
耕
地
課
の
合
同
調
査
の
実
施
に
ま
で

発
展
し
て
い
る
が
、
県
耕
地
課
で
は
そ
の
受
け
入
れ
態
勢

を
整
え
る
た
め
、
田
内
技
師
の
一
行
が
五
月
二
十
九
日
、

関
門
を
振
り
出
し
に
関
係
地
区
の
流
水
量
、
雨
量
調
査
、

地
形
測
量
を
開
始
し
た
。

ま
ず
流
水
量
、
雨
量
の
調
査
は
流
水
計
、
雨
量
計
を

設
置
し
一
定
期
間
中
の
流
水
量
、
雨
量
を
調
べ
、
こ
れ
に

よ
り
ダ
ム
の
規
模
を
決
め
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
関
門
ダ
ム

は
、
名
勝
面
河
渓
に
あ
る
二
つ
の
川
の
合
流
点
鉢
巻
岩
、

想
思
渓
の
付
近
に
高
さ
六
㍍
の
せ
き
を
設
け
、
流
域
三

千
二
百
二
十
七
㌶
の
水
を
集
め
る
予
定
。
ま
た
地
形
測

量
は
関
門
-
大
成
間
三
千
六
百
㍍
の
ト
ン
ネ
ル
に
も
六

㍍
の
せ
き
を
設
け
、
流
域
千
二
百
五
十
八
㌶
の
水
を
集

め
る
。
大
成
-
柚
野
間
二
千
八
百
五
十
㍍
の
ト
ン
ネ
ル
、

相
野
-
妙
間
ト
ン
ネ
ル
に
も
六
㍍
の
せ
き
を
設
け
、
九
百

八
十
二
㌶
の
水
を
集
め
る
。
相
野
-
友
田
間
七
百
㍍
の

ト
ン
ネ
ル
に
高
さ
五
十
五
㍍
、
幅
百
二
十
一
㍍
の
せ
き
を

つ
く
る
ほ
か
、
こ
の
地
区
千
六
百
七
十
㌶
か
ら
集
め
た
水

も
合
わ
せ
て
、
千
八
百
万
ト
ン
の
一
大
ダ
ム
を
建
設
す
る
計

画
の
資
料
と
す
る
も
の
。

(
昭
和
2
6
年
6
月
1
日
)
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